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３
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い
わ
な
の
森
。四
季
折
々
の
景
色
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楽
し
め
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森
林
セ
ラ
ピ
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ロ
ー
ド

に
認
定
さ
れ
て
い
る
癒
や
し
の
森
で
す
。今
は
紅
葉
が
最
高
で
す
。

　
い
わ
な
の
森
。四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
め
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

に
認
定
さ
れ
て
い
る
癒
や
し
の
森
で
す
。今
は
紅
葉
が
最
高
で
す
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特集①

定住施策定住施策
村の

5800

6000

6200

6400

6600

6800 阿智村の人口

平成29年 30年 令和1年 2年 3年

6,580人 6,511人

6,274人
6,156人 6,109人

阿智村役場  定住促進
ホームページ
阿智村役場  定住促進
ホームページ

YouTube『阿智家族チャンネル』にて
プロモーション動画好評配信中！！
YouTube『阿智家族チャンネル』にて
プロモーション動画好評配信中！！

語れる夢があること、支えあえること、
分かち合う場所があること、朝を楽しみ
に眠れること。阿智に暮らすということ
は、村ごと大きな家族になること。暮ら
している人も、暮らしたい人もこの村で
建てる、探す、直す、挑む、育てる、増
やすを応援します。長野県阿智村【阿智家族PRムービー】「大きな家族 篇」

　

阿
智
村
で
は
、
人
口
減
少
が
続

い
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
的
な
問

題
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
な
ん
と

か
そ
の
状
況
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
為
、
第
６
次
総
合
計
画
で
は

定
住
施
策
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
暮
ら
す
、
生
き
る
。
阿
智
家
族
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
、
住
宅

の
事
、
教
育
、
福
祉
、
く
ら
し
等

村
の
施
策
の
全
て
が
定
住
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
ま
で

の
方
法
で
は
即
効
性
の
あ
る
成
果

が
厳
し
い
為
、
将
来
に
繋
が
る
根

本
的
な
政
策
や
若
者
に
効
果
の
あ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
発
信
に
よ
り
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
村
で
は
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
空
家
を
寄

付
等
で
無
償
譲
渡
頂
き
、
村
で
改
修
し
、
賃
貸
で

住
ん
で
頂
き
、
数
年
後
に
建
物
を
所
有
し
て
頂
く

事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
空
き
家
対
策
と
定
住

の
両
に
ら
み
で
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
準
備
し
て

い
る
物
件
は
、下
清
内
路
地
区
の
110
年
の
古
民
家
。

こ
の
程
、
清
内
路
空
家
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

物
件
の
片
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
会
の
皆
さ

ん
は
昨
年
先
進
地
視
察
に
も
行
き
、
今
回
の
件
を

村
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
来
秋
を

目
途
に
定
住
の
募
集
開
始
と
な
り
ま
す
。

全
国
で
も
稀
な
取
組

清
内
路
の
空
家
を
取
得

阿
智
で

暮
ら
そ
う
。

阿
智
で

暮
ら
そ
う
。
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特集①

定住施策定住施策
村の

阿智家族

　
阿
智
村
で
は
、
他
自
治
体
に
負
け
な
い
位
の
定
住
の
た
め

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、
家
を
建
て

た
り
、
空
き
家
を
取
得
し
た
方
、
20
歳
〜
40
歳
の
皆
さ
ん
に

は
１
０
０
万
円
と
い
う
制
度
で
す
。
他
に
も
、
家
を
な
お
し

た
り
、
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
の
充
実
な
ど
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

充
実
し
て
い
る

補
助
制
度

充
実
し
て
い
る

補
助
制
度

阿智村役場  定住支援センター　☎0265−43−2220（内線 513）
〒395−0303　長野県下伊那郡阿智村駒場483　FAX0265−43−3940
teijyu@vill.achi.lg.jp　　https://www.vill.achi.lg.jp
　　　　　　　　　　　　https://www.vill.achi.lg.jp/site/teiju/ 阿智村ホームページ

「定住」に関するご相談・お問い合わせは

家をたてる

家をさがす

子育て環境の充実

20～40 歳の定住者へ 41～50 歳の定住者へ若者定住支援金

お試し暮らし住宅

対　象　阿智村に定住目的で宅地や空き家を取得、住宅を
新築または増改築する 20～40 歳の方。

補助額　①住宅用地・中古住宅の取得
　　　　　【補助率】取得金額の３分の１
　　　　　【限度額】 100万円
　　　　②住宅の新・増・改築　
　　　　　【補助率】建築工事費の 10 分の 1
　　　　　【限度額】A 新築 　100万円
 B 新築 120万円

（村内工事業者との請負契約、または建
築にかかる２業種以上で村内事業者が
工事を施工し、その工事費が100万円
以上かつ1業種が30万円以上の場合）

 C 新築　
 高齢化率 40％以上の集落に新築の場合
 　 ＋30万円
 D 増改築 50万円
 E 増改築 新築Bの条件の場合 70万円

内　容　阿智村への移住を検討している方が一定期間、生活体験できる住宅をご用意しています。
【物　件】賃貸料：3,240 円～（使用日数に応じて加算）。賃貸料には電気、ガス、上下水

道の『基本料』のみが含まれています。家具、電化製品等を備えています。
【条　件】予め施設の予約が必要です。使用できる期間は 3日以上 90日以内です。

賃貸料は前納です。水道光熱費の使用料は別途あり。

出産祝金
対　象　阿智村に住所を有する方。
補助額　1 子につき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　5万円

【条　件】支給申請が必要です。

授乳・育児相談
対　象　阿智村に住所を有する方。出産日から 1 年 6 カ月以内の方。
補助額　受診券 3 枚　1 回 2,000 円

【条　件】阿智村が委託した病院、助産院で使えます。

宿泊型産後ケア
対　象　阿智村に住所を有する方。産後及び生後 1 年未満の子どもで、母親の身体的ケアや育児

の具体的な指導等が必要な型。
補助額　宿泊代を 1 日 9 割補助　最大 7 日補助

【条　件】宿泊先は阿智村が委託した病院、助産院に限ります。

バス通勤・通学 内　容　阿智村から飯田市内へ通勤・通学できる広域バス路線があります。
　　　　（定期券：上限１カ月 1 万円または 3 カ月 2 万 8 千円）

保育園　小学校 内　容　村立の保育園が 6 園、小学校が 5 校あります。3 歳以上児はいつでも入所できます。

福祉医療費

対　象　0 歳から 18 歳年度末までの子ども
補助額　窓口負担無料
対　象　障がい者、母子・父子家庭の親
補助額　レセプト 1 件あたり 300 円を控除した額

【条　件】一部所得制限あり、受給者証の交付申請が必要です。

村営住宅

内　容　村内各地区で約 200 戸の村営住宅を運営しています。
【物　件】間取り：1K～3LDK　家賃：3,000 円～35,000 円（平均 20,000 円前後）

築年：昭和 44年～令和元年
【条　件】一部住宅に所得制限・世帯専用住宅あり。連帯保証人 2名必要。

税および公共料金などに滞納がなく、地域活動に参加すること。

空き家情報 内　容　阿智村の賃貸借、売買可能な空き家について『阿智村空き家情報』として情報発信を行
います。（物件の賃貸借、売買については、当事者間の自由契約に委ねます）

集落定住支援金
対　象　阿智村に定住目的で宅地や空き家を取得、住宅を

新築または増改築する 41～50歳の方。ただし「集
落維持活動支援金交付要綱」の対象集落、（高齢化
率が 40％以上の集落）の方は「年齢制限なし」。

補助額　①住宅用地・中古住宅の取得
　　　　　【補助率】取得金額の３分の１【限度額】 70万円
　　　　②住宅の新・増・改築　
　　　　　【補助率】建築工事費の 10 分の 1
　　　　　【限度額】A 新築 50万円
 B 新築 70万円

（村内工事業者との請負契約、または建
築にかかる２業種以上で村内事業者が
工事を施工し、その工事費が100万円
以上かつ1業種が30万円以上の場合）

 C 新築
 高齢化率 40％以上の集落に新築の場合
  ＋30万円
 D 増改築 25万円
 E 増改築 新築Bの条件の場合 45万円
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一般会計決算 歳入
令和3年度 決算の概要

村税
675，672千円
10.8％

国庫支出金
762,957千円
12.2％

地方交付税
2,929,441千円
46.9％

地方交付税
2,929,441千円
46.9％

繰越金
367,439千円
5.9％

使用料・財産収入
寄付金・諸収入
340,021千円

5.5％

繰入金
98,698千円

1.6％

地方譲与税・交付金
347,590千円  5.6％

分担金・負担金
31,178千円

0.5％

県支出金
296,405千円 
4.7％

村債
396,100千円
6.3％

自主財源　1,513,008千円
　　　　　（24.3％）

依存財源　4,732,493千円
　　　　　（75.7％）

歳入総額
6，245，501千円

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度

の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
等
の
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
が
６
，２
４
５
，５
０
１
千
円

（
１
３・
２
％
減
）、
歳
出
は
５
，７
９
２
，

１
０
１
千
円
（
１
５・２
％
減
）、
翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
は
２
７
９
，６
１
８
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
自
主
財
源
は
、
財
政
調
整
基
金

等
の
繰
入
金
が
１
５
９
，５
３
８
千
円
の

減
、
村
税
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
と
し
て

事
業
者
の
固
定
資
産
税
軽
減
に
よ
り
６
０
，

６
７
３
千
円
の
減
、
そ
の
他
に
繰
越
金
等

の
減
に
よ
り
全
体
で
２
９
３
，８
３
１
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
は
、
地
方
交
付
税
が
前
年
比

２
２
２
，８
９
２
千
円
増
で
あ
り
、
主
な

要
因
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
に
係
る
負

担
額
及
び
臨
時
経
済
対
策
費
が
算
定
に
加

わ
っ
た
こ
と
で
す
。
地
方
譲
与
税
・
交

付
金
の
増
は
、
事
業
者
の
固
定
資
産
税

軽
減
相
当
を
地
方
特
例
交
付
金
に
て
交

付
、
ま
た
地
方
消
費
税
交
付
金
等
の
増

に
よ
り
ま
す
。
国
庫
補
助
金
の
前
年
比

８
５
４
，６
０
６
千
円
減
の
主
な
要
因
は
、

前
年
度
に
特
別
定
額
給
付
金
事
業
６
３
１
，

３
６
０
千
円
、
低
酸
素
化
自
立
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
事
業
２
１
５
，５
６
７
千

円
の
交
付
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

村
債
の
減
は
、
建
設
地
方
債
等
の
発
行
が

減
と
な
り
、
全
体
で
６
５
５
，９
７
８
千

項　　　目 ３年度歳入額 前年比

自　
主　
財　
源　
の　
内　
訳

村 税 675,672 △ 60,673

村
税
の
内
訳

村 民 税 264,911 1,119

固定資産税 319,666 △ 68,163

軽自動車税 29,251 1,212

た ば こ 税 33,798 2,236

入 湯 税 28,046 2,923

繰 越 金 367,439 △ 83,767

繰 入 金 98,698 △ 159,538

分担金・負担金 31,178 6,257

使 用 料
財 産 収 入
寄 付 金
諸 収 入

340,021 3,890

計 1,513,008 △ 293,831

項　　　目 ３年度歳入額 前年比

依
存
財
源
の
内
訳

地 方 交 付 税 2,929,441 222,892

国 庫 支 出 金 762,957 △ 854,606

県 支 出 金 296,405 18,568

村 債 396,100 △ 130,100
地 方 譲 与 税
交 付 金 347,590 87,268

計 4,732,493 △ 655,978

合　　　　計 6,245,501 △ 949,809

（単位：千円）

特集②
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一般会計決算 歳出
令和3年度 決算の概要

歳出総額
5,792,101千円

人件費
1,161,302千円
20.0％

人件費
1,161,302千円
20.0％

補助費等
1,154,500千円
19.9％

補助費等
1,154,500千円
19.9％

扶助費
397,701千円
6.9％

公債費
404,249千円
7.0％

物件費
968,981千円
16.7％

投資及び出資金・貸付金
1,200千円　0.02％

繰出金
457,480千円
7.9％

繰出金
457,480千円
7.9％

積立金
194,834千円
3.4％

普通建設事業費
903,164千円
15.6％

維持補修費
74,651千円 1.3％

災害復旧事業費
74,039千円
1.3％

総 務 費

農林水産業費

商 工 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

億円

令和３年度
令和２年度

衛 生 費

議 会 費

民 生 費

土 木 費

公 債 費

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 14 15 16 17 18 19 20 2111 12 13

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、
補
助
費
等
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
係
で

４
０・
２
％
減
の
１
，１
５
４
，５
０
０
千

円
、
普
通
建
設
事
業
費
は
前
年
度
に
事

業
費
の
大
き
な
低
酸
素
化
自
立
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
事
業
が
あ
っ
た
た
め

２
３・２
％
減
の
９
０
３
，１
６
４
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
人
件
費
の
増
は
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
、
共
済
費
、
退
職
手
当

負
担
金
等
の
増
、
及
び
３
回
の
選
挙
執
行

に
か
か
る
手
当
な
ど
で
す
。
繰
出
金
の
減

は
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
減
が
主
な
要
因

で
す
。

一般会計歳出【性質別】

特別会計の歳入歳出決算

一般会計歳出【目的別】

義  

務  
的  
経  

費

（単位：千円）

（単位：千円）

項　　　目 ３年度歳出額 前年比

経　

常　

的　

経　

費

義
務
的
経
費

人 件 費 1,161,302 64,109

うち職員等の給与 685,660 30,230

扶 助 費 397,701 △ 1,047

公 債 費 404,249 25,297

小 計 1,963,252 88,359

物 件 費 968,981 8,610

維 持 補 修 費 74,651 17,162

補 助 費 等 1,154,500 △ 775,108

積 立 金 194,834 △ 35,384

投資及び出資金・貸付金 1,200 △ 2,000

繰 出 金 457,480 △ 42,946

投
資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費 903,164 △ 272,361

災 害 復 旧 事 業 費 74,039 △ 22,102

小 計 977,203 △ 294,463

合 計 5,792,101 △ 1,035,770

項　　　目 歳　　　入 歳　　　出 翌年度
繰越財源 差引残額

国 保 事 業
（ 事 業 勘 定 ） 583,135 570,442 0 12,693
国 保 事 業

（ 直 診 勘 定 ） 45,768 41,792 0 3,976

下 水 道 事 業 343,360 326,036 0 17,324
農 業 集 落
排 水 事 業 83,767 72,005 0 11,762

介 護 保 険 883,516 872,411 0 11,105
後 期
高 齢 者 医 療 77,844 77,163 0 681

特集②



6広報あち　令和４年 10月号

令和3年度　主な事業
新型コロナ感染症対策関係

新型コロナ特別支援金事業 44,792千円

新型コロナ影響緩和特別応援金事業 14,900 千円

第 6 波対応新型コロナ特別応援金・支援金事業 12,900 千円

プレミアム商品券事業 32,719 千円

緊急誘客対策事業 20,000 千円

テレワーク推進事業 22,475千円

子育て世帯、住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付事業 162,102千円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 54,236 千円

産業振興

誘客対策事業 120,000 千円

スタービレッジ事業 31,000 千円

治部坂ログハウス星空ひろば整備工事 8,591千円

有機農産物輸送用トラック購入事業 7,880 千円

子育て支援・若者定住・教育
分譲住宅造成事業（中関下） 34,150 千円

第一小学校体育館屋根改修事業 19,624千円

浪合小学校小学校棟ランチルーム棟屋根改修事業 14,410 千円

あふち保育園未満児棟改修事業 4,510 千円

伍和・智里東保育園空調設備設置事業 5,775千円

福祉
デイサービスセンター第二幸寿苑改修事業 33,561千円

阿智荘特殊浴槽入浴装置更新事業 11,671千円

農林業
中山間地域農業直接支払事業 23,210 千円

多面的機能支払交付事業 6,236 千円

森林経営管理制度意向調査事業 7,513千円

林道弓の又線改良、舗装修繕工事 23,210 千円

令和3年度  決算の概要令和3年度  決算の概要 主な事業主な事業

有機農産物輸送用トラック

分譲住宅造成事業（中関下）

治部坂別荘内道路改良工事

除雪車（浪合に配置）



7 広報あち　令和４年 10月号

令和3年度  決算の概要令和3年度  決算の概要 主な事業主な事業

除雪車車庫（浪合）

男女共同参画 計画策定懇談会

生活環境整備

村道橋梁修繕工事　７橋 102,662千円

村道舗装修繕工事　７路線 73,126 千円

治部坂別荘内道路改良工事 20,955千円

その他

中央公民館ホール屋根等改修事業 15,015千円

防災行政無線操作卓更新事業 33,550 千円

消防車両整備事業 9,985千円

浪合フォーラム改修事業 45,650 千円

除雪車整備事業 13,541千円

除雪車車庫建設事業 15,290 千円

阿智村男女共同参画基本計画策定事業 2,750 千円

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
財
政
の
健
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
財
政
健
全
化
法
」
が
制
定
さ
れ
、
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
４
つ
の
指
標
（
実
質
公
債
費

比
率
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
阿

智
村
は
ど
の
指
標
も
基
準
以
下
で
あ
り
、「
健

全
」
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計別の基金・村債残高

会 計 区 分 基金残高
（貯金）

村債残高
（借金）うち財政調整基金 うち減債基金

一 般 会 計 70億2,585万円 29億8,557万円 4億9,856万円 30億5,969万円

国 保 事 業 2,484万円 2,484万円 ― 69万円

下 水 道 事 業 3億9,179万円 ― ― 11億18万円

農業集落排水事業 782万円 ― ― 3億2,573万円

介 護 保 険 2,350万円 ― ― ―

数字でみる財政事情

主要財政指標

①財政力指数 ②経常収支比率 ③実質公債費比率 ④実質赤字比率 ⑤連結実質赤字比率 ⑥将来負担比率

自前の財政指数 自由に使えない
資金の率

借金返済金の
割合

一般会計等の
赤字の比率

全会計の
赤字の比率

将来負担すべき
実質的な負債の割合

１に近いほど余裕 70 ～ 80％が適正 １8％以上要注意 １５％以上要注意 ２0％以上要注意 ２５0％以上要注意

阿 智 村３ 年 度 0.24 75.7 0.1 － － －

阿 智 村 ２ 年 度 0.24 80.9 -0.1 － － －

阿 智 村 元 年 度 0.24 80.1 -0.1 － － －

長野県平均(R3) 0.39 82.8 6.1 － － －



8広報あち　令和４年 10月号

阿智村ふるさとづくり寄附金について

令和３年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

　阿智村ふるさと納税「ふるさとづくり寄附金」に令和３年度中は730件31,763千円のご寄附をいただきました。
　この寄付金は、ふるさとづくり基金に積立てられ、保育園改修工事等に5,000千円、はゝき木館改修工事に2,556千
円、福祉施設の空調工事等に1,700 千円を活用させていただきました。多くの皆さんのご寄附ありがとうございました。

　森林環境譲与税は、森林環境税の賦課徴収に先行して令和元年度から譲与が開始されました。森林環境譲与税の
使途は法令で定められており、村が行う森林整備や促進費用に充てることになっています。令和３年度は、森林経営
管理制度意向調査事業及び林道改良事業に活用したほか、将来の事業に備えて森林環境譲与税基金へ積立てました。
	 （歳入）	 森林環境譲与税	 22,761 千円
	 （歳出）	 森林環境譲与税を充てている経費の合計	 22,762 千円

寄附金使途の種類 R2 年度末 
現在高

R3 基金 
積立額

R3 基金 
取崩額

R3 年度末 
現在高

農村記録写真に関する事業 1,782 405 2,187

歴史・文化・景観保存に関する事業 17,927 1,205 2,556 16,576

満蒙開拓平和記念館に関する事業 1,870 2,200 4,070

福祉・子育て支援・人材育成に関する事業 29,470 7,680 6,700 30,450

昼神・治部坂ほか産業振興に関する事業 19,592 2,490 22,082

事業指定無し 80,208 17,783 97,991

基金利子 503 90 593

計 151,352 31,853 9,256 173,949

項　　　　　目 令和３年度決算額 決算額のうち森林環境譲与税

森林経営管理制度意向調査事業 12,217 千円 12,216 千円

林道改良工事費 7,876 千円 7,876 千円

森林環境譲与税基金積立 2,669 千円 2,669 千円

合　計 22,762 千円 22,761 千円

（単位：千円）

社会福祉総務費

項　目 令和３年度決算額 決算額のうち地方消費税交付金
（社会保障財源化分）

187,387千円 27,543千円
老人福祉費 321,362千円 60,596千円
合　　　計 508,749千円 88,139千円

令和３年度一般会計の
地方消費税交付金（社会保障財源化分）

充当状況
　平成26年4月1日より消費税率が8％、令和元年10月1日から10％
へ引き上げによる、地方消費税交付金（社会保障財源分）が交付され
ており、社会保障施策に要する経費に充てることとされています。
（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分）の総額
（歳出）地方消費税交付金を充てている社会保障施策に要する経費の合計

88,139 千円

508,749 千円

令和3年度令和3年度
一般会計の入湯税の
充当状況について

　入湯税は、鉱泉浴場における入湯に対し
入湯客に課税される地方税で、観光振興の
事業に充てられています。

（歳入）入湯税 28,046千円

（歳出）誘客対策費 120,000千円
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９
月
議
会
定
例
会

９
月
議
会
定
例
会

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

阿
智
村
長

　熊
谷

　秀
樹

阿
智
村
長

　熊
谷

　秀
樹

（
は
じ
め
に
）

　

９
月
に
な
り
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
特
に

朝
夕
は
涼
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
の
夏
は
、
昨
年
の
お
盆
期
間
中
に
豪
雨

災
害
が
あ
り
雨
天
が
続
い
た
事
に
比
べ
れ

ば
、過
ご
し
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

８
月
に
な
り
第
７
波
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

多
く
、
県
も
行
動
制
限
な
し
の
レ
ベ
ル
６

を
発
出
し
、
そ
の
影
響
も
あ
り
、
お
盆
の

行
事
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
今
年
も
少
し

寂
し
い
お
盆
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

長
雨
や
台
風
の
時
期
で
農
作
物
へ
の
影
響

も
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
も
色
づ
き

始
め
る
と
一
気
に
秋
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
８
月
28
日
に
は
数
日
前
に
、
震
度
５
弱

の
災
害
が
起
き
た
と
想
定
し
て
、
村
内
一

斉
に
防
災
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、

安
否
確
認
を
中
心
に
各
地
区
で
コ
ロ
ナ
対

策
の
面
で
工
夫
し
て
実
施
し
て
頂
き
ま
し

た
。近
年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
地
震
、噴
火
な

ど
い
つ
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

行
政
が
万
が
一
機
能
し
な
く
な
っ
た
時
の

自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方
や
、
具
体
的
な

動
き
な
ど
是
非
、
各
自
治
会
で
も
体
制
を

整
え
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
夏
は
当
村
に
と
っ
て
う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
度
、

長
野
県
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
か
ら
、

死
亡
事
故
が
な
い
連
続
日
数
２
，０
０
０

日
の
当
村
と
し
て
は
最
長
記
録
を
達
成

し
、
表
彰
状
を
頂
き
ま
し
た
。
観
光
客
が

多
い
地
域
と
し
て
の
こ
の
記
録
は
大
変
名

誉
な
事
で
あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
や
特
に

安
協
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
お
か
げ
と
感
謝

致
し
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
６
年
前
の
村
制
60
周

年
記
念
事
業
と
し
て
行
っ
た
、
全
国
ラ
ジ

オ
体
操
以
来
、
毎
日
広
報
無
線
で
放
送
を

事
業
所
や
ご
家
庭
に
流
し
、
健
康
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
認
め
ら
れ
、
か
ん

ぽ
生
命
他
２
者
か
ら
表
彰
状
を
頂
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
健
康
の
た
め
、
取
り
組
ん

で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
で
は
ま
だ
続
く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
国
内
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

事
、安
倍
元
首
相
の
襲
撃
か
ら
浮
上
し
た

旧
統
一
教
会
の
問
題
な
ど
、安
定
し
な
い

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。早
く
平
和
な
、安

心
し
た
世
の
中
を
期
待
す
る
ば
か
り
で
す
。

（
村
の
状
況
）

　
こ
の
９
月
議
会
で
は
令
和
３
年
度
の
決

算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
議
会
中
に

報
告
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
本
格

的
接
種
が
始
ま
り
、
そ
の
対
応
の
費
用
や

経
済
対
策
の
各
給
付
金
の
対
応
に
よ
り
、

歳
出
の
中
の
民
生
費
が
大
き
く
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
は
、
防
災
行

政
無
線
操
作
卓
改
修
、
分
譲
住
宅
造
成
工

事
、
第
二
幸
寿
苑
改
修
工
事
、
阿
智
第
一

小
学
校
体
育
館
屋
根
の
整
備
な
ど
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
他
に
放
課
後
子
供
教
室
の

開
設
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
強
化
、

あ
ち
健
康
プ
ラ
ン
21
の
策
定
、
50
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
売
、
そ
し
て
村
内

の
森
林
整
備
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ち
森
が
立

ち
上
が
り
、
そ
の
他
に
も
里
山
を
整
備
す

る
団
体
の
活
動
も
さ
か
ん
に
な
り
、
村
が

徐
々
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
事
が
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

基
金
は
令
和
２
年
度
末
が
69
億
１
，

６
６
３
万
円
、
３
年
度
末
が
70
億
２
，

５
８
４
万
円
、
借
金
を
表
す
村
債
が
令
和

２
年
度
末
が
30
億
５
，７
２
４
万
円
、
３

年
度
末
が
30
億
５
，９
６
８
万
円
で
あ
り
、

財
政
の
健
全
化
を
見
る
指
標
に
つ
い
て
は
、

経
常
収
支
比
率
は
75・
7
％
、
実
質
公
債

比
率
は
、0・1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
債

務
よ
り
も
年
々
基
金
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
で
、
今
の
と
こ
ろ
健
全
な
体
制

が
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
地
方
交
付
税
は
年
々
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
よ
り
税
収
の
減
、
社
会
保
障

費
の
増
な
ど
全
国
共
通
の
悩
み
を
か
か
え

て
い
ま
す
の
で
、
将
来
を
見
据
え
安
定
し

た
村
政
が
運
営
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
参

る
つ
も
り
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

長
野
県
内
は
レ
ベ
ル
６
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
も
の
の
、
規
制
緩
和
の
中
の
お
盆
で
、

帰
省
客
も
多
く
、
観
光
客
も
来
て
頂
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
例
年
の
恒
例
行
事
、
阿

智
の
夏
ま
つ
り
の
中
止
、
お
盆
中
の
各
地

区
で
の
行
事
、
祭
り
も
中
止
さ
れ
、
寂
し

い
夏
で
あ
り
ま
し
た
。
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昼
神
温
泉
を
中
心
と
す
る
観
光
業
は
、

７
、８
月
は
コ
ロ
ナ
禍
第
７
波
で
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
行
動
制
限
が
な
く
な
っ
た

事
で
満
館
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
昨
年
比

１・
５
倍
と
好
調
で
し
た
。
阿
智
昼
神
観

光
局
に
よ
る
と
、
星
空
ツ
ア
ー
の
影
響
は

や
は
り
大
き
く
、
完
全
予
約
制
に
し
た
効

果
で
、
安
定
し
た
お
客
様
の
確
保
が
で
き

ま
し
た
。
５
周
年
を
迎
え
た
「
浪
合
パ
ー

ク
」
と
の
相
乗
効
果
で
、
ヘ
ブ
ン
ス
に
入

れ
な
か
っ
た
方
や
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
見

た
い
方
、
団
体
の
皆
様
の
学
習
に
と
効
果

が
出
て
い
ま
す
。
た
だ
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ

る
と
７
割
程
度
で
す
が
、
村
内
の
キ
ャ
ン

プ
場
や
登
山
は
今
年
も
大
盛
況
で
、
や

は
り
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
の
効
果
は
大
き

く
、
星
空
日
本
一
の
村
と
し
て
の
定
着
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
夏
で
し
た
。
民
間
参
入

で
は
あ
り
ま
す
が
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

も
２
か
所
で
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、
い
ず
れ
も

好
調
の
よ
う
で
す
。

　
９
月
か
ら
昼
神
温
泉
出
湯
50
周
年
の
記

念
事
業
第
１
弾
と
し
て
、
村
民
の
皆
様
全

員
に
温
泉
施
設
10
か
所
を
め
ぐ
る
事
が
で

き
る
無
料
入
浴
券
を
お
配
り
し
、
日
頃
の

感
謝
と
、
昼
神
温
泉
の
施
設
や
温
泉
効
能

の
よ
さ
を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
い
、
歴
史

を
振
り
返
り
、
村
に
と
っ
て
昼
神
温
泉
が

果
た
す
役
割
を
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
先
日
、
50
周
年
記
念
実
行
委

員
会
を
作
り
、
１
年
間
か
け
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
８
月
５
日
に
第
７
波
の
コ
ロ
ナ
禍
等
で

の
緊
急
経
済
対
策
会
議
を
開
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
界
の
皆
さ
ん
か
ら
状
況
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
原
油
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
相
変

わ
ら
ず
資
材
、
飼
料
等
の
高
騰
に
よ
り
、

建
築
関
係
等
の
値
段
や
納
期
に
影
響
が

出
、
特
に
農
業
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
影

響
が
大
き
く
、
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
で
は
今
回
の

補
正
予
算
に
畜
産
農
家
や
農
業
者
へ
の
飼

料
、
肥
料
補
助
金
を
計
上
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
後
ほ
ど
詳
し
く
お
話
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
８
月
23
日
に
は
製
造
業
の
皆
さ
ん
と
懇

談
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
仕
事
は
順
調
に

あ
る
も
の
の
原
油
高
騰
に
よ
り
、
元
請
け

会
社
の
都
合
に
よ
り
予
定
通
り
仕
事
が
組

め
な
い
状
況
と
の
事
。
又
、
人
材
不
足
は

ど
の
会
社
も
深
刻
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
以

外
の
村
内
の
情
報
網
を
使
っ
て
求
人
を
心

掛
け
た
り
、
将
来
の
子
供
た
ち
の
地
元
就

職
に
向
け
て
、
今
年
も
引
き
続
き
中
学
生

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
お
願
い
し
た

い
と
の
旨
で
し
た
。
又
、
コ
ロ
ナ
感
染
者

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
企
業
も
多
く
、

商
工
会
さ
ん
と
協
力
し
て
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　
又
、
全
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
や
、
物
価
高
騰
の
対
策
と
し
て
、

８
月
上
旬
に
は
一
人
に
１
５
，０
０
０
円

の
阿
智
家
族
商
品
券
の
配
布
を
完
了
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
期
限
は
来
年
１
月
31
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

と
共
に
、
家
計
の
支
援
と
合
わ
せ
て
村
の

経
済
活
性
化
に
ご
協
力
頂
き
、
使
い
切
っ

て
頂
く
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
程
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に
も
あ

り
ま
し
た
「
阿
智
村
ふ
る
さ
と
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
」
の
要
綱
が
固
ま
り
、
今
後

就
職
を
予
定
さ
れ
る
学
生
や
、
既
に
就
職

し
て
い
る
皆
さ
ん
約
７
５
０
名
に
、
案
内

は
が
き
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
か
ら
、
若
者
の
移
住
定
住
の
促
進

及
び
地
域
産
業
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の

確
保
を
図
る
た
め
、
奨
学
金
返
還
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。
奨
学
金
を
利
用
し
て
大

学
等
に
行
き
、
地
元
に
帰
っ
て
き
て
就
職

す
れ
ば
、
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
、

年
度
内
に
18
万
円
を
限
度
に
補
助
す
る
も

の
で
す
。
是
非
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

多
く
の
若
者
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
地
域
を
支

え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
９
月
３
日
に
は
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
て
、
初
め
て
の
キ
ッ
ク
オ

フ
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計

画
の
概
要
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
専
門

家
か
ら
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
必
要

性
や
、
今
回
策
定
し
た
計
画
の
特
徴
に
つ

い
て
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

学
習
会
や
議
論
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
阿

智
村
ら
し
い
男
女
共
同
参
画
の
あ
り
方
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
診
療
所
関
係
で
は
、
９
月
よ
り
外
出
が

困
難
な
身
体
状
況
の
方
を
対
象
に
、
医
師

が
定
期
的
に
訪
問
し
、
診
療
す
る
「
訪
問

診
療
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
診
療
所
の
羽

生
医
師
と
看
護
師
に
よ
り
、
火
曜
日
と
木

曜
日
の
午
後
、
全
村
を
対
象
に
訪
問
致
し

ま
す
。
ご
家
族
と
の
事
前
面
談
に
よ
り
治

療
内
容
や
日
程
の
調
整
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
以
前
よ
り
住
民
か
ら
の
要
望
と
し
て

出
て
い
た
事
か
ら
、
長
い
計
画
段
階
か
ら

の
実
現
に
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

村
民
の
方
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
診

療
所
の
訪
問
医
療
体
制
が
整
い
ま
し
た
。



11広報あち　令和４年 10月号

　
そ
の
他
、
今
回
の
国
保
特
別
会
計
直
営

診
療
所
会
計
補
正
予
算
に
、
浪
合
、
清
内

路
地
区
に
限
り
、
浪
合
、
清
内
路
診
療
所

へ
の
移
動
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
時
、

１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
モ
デ
ル
事
業
を

計
上
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
後

程
説
明
致
し
ま
す
。

　
８
月
24
日
に
は
、
村
の
親
善
大
使
の
サ

ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
キ
キ
ラ
ラ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
婚
姻
届
と
出
生
届
の
完
成
を

発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
５
年
前
に
星

の
デ
ザ
イ
ン
の
婚
姻
届
を
発
表
し
、
村
内

外
多
く
の
方
に
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

プ
ラ
ス
出
生
届
も
作
成
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
恋
人
の
聖
地
で
も
あ
る
阿
智
村
は
、

星
空
の
下
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
た
方
の
事

例
も
あ
り
、
多
く
の
若
者
の
定
住
、
人
口

増
に
繋
が
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
に
つ
い
て

は
、
住
民
生
活
等
へ
の
影
響
軽
減
の
た

め
、
地
権
者
や
自
治
会
を
中
心
と
し
た
清

内
路
地
区
の
皆
さ
ん
や
村
の
対
策
委
員
会

等
で
、
協
議
を
頂
い
て
き
た
中
で
、
こ
の

７
月
に
清
内
路
地
区
住
民
へ
の
ク
ラ
ラ
沢

発
生
土
置
き
場
の
説
明
や
、
村
道
１

－

20

号
線
の
道
路
改
良
案
が
具
体
的
に
示
さ
れ

ま
し
た
。
村
と
し
て
は
、
専
門
家
の
意
見

を
聞
く
中
で
、
村
独
自
の
ご
意
見
を
聞
く

会
を
開
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
安
心
安

全
に
工
事
が
進
む
よ
う
、
さ
ら
な
る
丁
寧

な
話
し
合
い
や
、意
見
を
頂
く
場
を
設
け
、

場
合
よ
っ
て
は
説
明
を
事
業
者
に
求
め
て

い
き
ま
す
。
そ
の
為
、
リ
ニ
ア
対
策
室
の

体
制
を
早
急
に
整
え
る
つ
も
り
で
す
。

　

国
や
県
に
対
し
て
、
７
月
は
南
信
州

広
域
連
合
や
道
路
の
期
成
同
盟
会
と

し
て
様
々
な
要
望
活
動
も
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
飯
田
南
バ
イ
パ
ス
の
要
望
も

熱
が
入
っ
て
参
り
ま
し
た
し
、
国
道

１
５
３
、２
５
６
号
線
、
県
道
の
改
良
工

事
や
治
水
対
策
な
ど
、
設
備
が
で
き
て
経

年
劣
化
し
て
お
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重

要
性
も
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
全
の

た
め
に
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望
を
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
上
程
議
案
に
つ
い
て
）

　

本
議
会
に
お
い
て
ご
審
議
頂
く
案
件

は
、
人
事
案
件
３
件
、
事
件
案
件
１
件
、

決
算
案
件
７
件
、
予
算
案
件
４
件
、
報
告

事
項
１
件
で
あ
り
ま
す
。

人
事
案
件
３
件

　
阿
智
村
教
育
長
と
委
員
２
名
の
方
に
つ

い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
任
命
に
関
す
る

同
意
を
お
願
い
し
た
い
件
に
な
り
ま
す
。

決
算
案
件
７
件

　
決
算
案
件
は
、
令
和
３
年
度
阿
智
村
一

般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
の
承
認
を

得
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
決
算
は
、

　
歳
入
合
計

6
，2
4
5
，5
0
0
，7
2
3
円
、

　
歳
出
合
計

5
，7
9
2
，1
0
0
，6
3
9
円
、

　
歳
入
歳
出
差
引
額

4
5
3
，4
0
0
，0
8
4
円
、

　
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
財
源
1
7
3
，

7
8
2
，0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
実
質

残
額
は
、
2
7
9
，6
1
8
，0
8
4
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
と
、
村
税

6
7
5
，6
7
2
千
円
で
あ
り
昨
年
よ
り

8・2
％
の
減
、
地
方
交
付
税
は
2
，９
２

９
，4
4
1
千
円
と
昨
年
よ
り
8・2
％

の
増
で
あ
り
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
通

り
で
す
。

　
特
別
会
計
の
詳
細
に
つ
い
て
は
上
程
の

都
度
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
予
算
案
件
は
、
一
般
、
特
別
と
も
に
補

正
予
算
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
は
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

4
2
3
，3
3
6
千
円
を
追
加
し
歳
入
歳

出
総
額
6
，3
0
1
，4
4
1
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
窓
口
支
援
委
託
料

1
，1
4
3
千
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
中
間
事
業
者
委
託
料

1
，2
0
0
千
円

・
浪
合
駐
車
場
工
事
増
工
分1

，1
0
0
千
円

・
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
工

事　
　
　
　
　
　

   

2
，2
0
0
千
円

・
あ
ふ
ち
、
智
里
東
保
育
園
改
修
工
事

3
，0
5
0
千
円

・
肥
料
価
格
高
騰
緊
急
支
援
事
業
補
助
金

３
７
，0
0
0
千
円

・
畜
産
経
営
緊
急
対
策
事
業
補
助
金

2
，0
0
0
千
円

・
林
道
維
持
修
繕
工
事１

０
，0
0
0
千
円
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・
村
道
維
持
補
修
工
事６

５
，0
0
0
千
円

・
伏
谷
橋
撤
去
に
伴
う
代
替
道
路
整
備

１
９
，0
0
0
千
円

・
伏
谷
橋
撤
去
工
事
委
託
料

７
２
，5
5
1
千
円

・
前
年
度
繰
越
金
の
2
分
の
1
を
財
政
調

　
整
基
金
に
積
立　

９
０
，0
0
0
千
円

・
固
定
資
産
税
返
還
金１

２
，9
0
0
千
円

国
保
健
康
保
険
特
別
会
計
と
し
て

・
診
療
所
タ
ク
シ
ー
送
迎
委
託
料

3
1
5
千
円

　
特
に
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
第
７
波
や
原
油

高
騰
な
ど
に
よ
り
、
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、
農
業
者
や
畜
産
業
者
が
特
に
厳
し
い

状
況
の
中
か
ら
、
肥
料
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
及
び
畜
産
経
営
緊
急
対
策

事
業
補
助
金
の
補
正
予
算
を
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
農
業
者
へ
は
肥
料
の

高
騰
に
よ
り
、
７
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に

納
品
さ
れ
た
肥
料
代
の
４
分
の
１
を
10
万

円
、
認
定
農
業
者
は
20
万
円
を
限
度
に
補

助
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
畜
産
農
家
に

は
、
家
畜
飼
料
の
高
騰
に
よ
り
、
牛
１
頭

あ
た
り
５
，０
０
０
円
を
補
助
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
な
ん
と
か
こ
の

厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
っ
て
頂
き
た
い
と

願
い
ま
す
。

　
又
、
固
定
資
産
税
返
還
金
は
、
過
去
に

課
税
誤
り
が
あ
っ
た
為
、
返
還
す
る
も
の

で
す
。
以
後
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
の
な
い

よ
う
徹
底
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
特
別
会
計
の
国
保
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
浪
合
、
清
内
路
診
療
所
に
通
う
交

通
弱
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

を
貸
し
切
る
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。
自

宅
か
ら
診
療
所
の
往
復
を
支
援
す
る
た

め
、
片
道
を
１
０
０
円
の
料
金
設
定
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
業
と
し
て
、
ま

ず
は
月
１
回
モ
デ
ル
と
し
て
実
施
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
以
上
、
ご
審
議
い
た
だ
く
案
件
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い

て
は
上
程
の
都
度
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）

　
甘
く
て
人
気
の
あ
る
今
や
ブ
ラ
ン
ド
の

浪
合
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す
が
、
毎
年
猿

の
被
害
で
大
き
な
損
失
が
あ
り
、
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
浪
合
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
発
案
と
、
自
治
会
が
一
緒
に

な
っ
て
、
猿
を
追
い
払
う
パ
ト
ロ
ー
ル

と
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
た
目
撃
情

報
に
よ
り
猿
の
位
置
を
共
有
し
追
い
払
う

事
で
、
今
年
見
事
に
猿
の
被
害
が
減
り
ま

し
た
。
防
護
柵
の
設
置
も
行
っ
た
こ
と
で

画
期
的
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
出
荷
量
が
増

え
、
大
変
大
き
な
成
果
を
得
ま
し
た
。

　
自
治
会
長
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
地
域

を
あ
げ
て
猿
を
追
い
払
う
意
識
が
高
ま

り
、又
そ
れ
が
地
域
の
結
束
に
つ
な
が
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
も
感
謝
さ
れ
、
い
い

関
係
が
結
ば
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
鳥
獣
対
策
の
モ
デ
ル
と

し
て
、各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
３
日
に
は
、
南
信
州
広
域
連
合
の

伝
統
芸
能
継
承
事
業
、
清
内
路
の
花
火
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
か
ら
約
３
年
間
、
清
内
路
花
火

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
映
像
や
資
料
と
し

て
記
録
を
残
す
こ
と
で
、
後
世
に
し
っ
か

り
伝
え
て
い
く
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
中

で
、
一
昨
年
発
表
会
を
す
る
予
定
で
し
た

が
コ
ロ
ナ
で
延
期
さ
れ
、
２
年
遅
れ
の
開

催
で
し
た
。
最
新
技
術
の
映
像
に
よ
り
、

準
備
か
ら
始
ま
り
当
日
の
迫
力
あ
る
花
火

の
様
子
が
放
映
さ
れ
、
上
清
内
路
煙
火
同

志
会
、
下
清
内
路
煙
火
有
志
会
の
責
任
者

の
発
表
、い
か
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
か
、

花
火
を
中
心
と
し
た
地
域
の
魅
力
を
感
じ

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
放
映
を
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
多

く
の
方
に
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
花
火
は
上
清
内
路
が
10
月
６
日
、

下
清
内
路
が
10
月
15
日
の
予
定
で
す
。

　
以
上
本
会
議
に
上
程
い
た
し
ま
す
議
案

等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
と
共
に
住
み
た
い
地
域
、
夢
の
あ
る
地

域
に
向
か
っ
て
、
い
い
村
作
り
に
ま
い
進

し
て
い
き
ま
す
よ
う
ご
尽
力
を
お
願
い
し

て
９
月
定
例
議
会
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す
。

清内路かぼちゃ
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１
０
０
歳

１
０
０
歳

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

岡庭ヱイさん

上原ヒサエさん

遠山かのゑさん

園原秋子さん井原晴子さん

塩
澤　
房
人　
副
村
長

　
（
副
村
長
兼
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
長
）

山
本　
昌
江　
民
生
課
長

　
（
民
生
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長
）

川
上　
　
悟　
教
育
次
長
兼
総
務
係
長
兼
学
校
教

育
係
長
兼
共
同
調
理
場
係
長
（
教
育
次
長
兼
総

務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長
）

長
谷
川
恵
一　
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
長

　
（
協
働
活
動
推
進
課
長
）

大
下　
修
身　
協
働
活
動
推
進
課
長

　
（
民
生
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
）

千
葉　
　
直　
民
生
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
（
民

生
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）

石
原　
哲
成　
民
生
課
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長

　
（
教
育
委
員
会
共
同
調
理
場
係
長
）

梅
木　
　
忍　
民
生
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長
（
民
生
課
）

櫻
井　
佑
介　
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
リ
ニ
ア
整
備

対
策
係
長
（
建
設
農
林
課
付
き
係
長
阿
智
村
産

業
振
興
公
社
派
遣
）

山
田　
正
人　
建
設
農
林
課
農
政
係
長

　
（
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
リ
ニ
ア
整
備
対
策
係
長
）

杉
浦　
　
真　
建
設
農
林
課
付
き
係
長
阿
智
村
産

業
振
興
公
社
派
遣
（
建
設
農
林
課
農
政
係
長
）

田
中　
悠
希　
教
育
委
員
会
（
共
同
調
理
場
）

　
（
教
育
委
員
会
（
公
民
館
））

　
今
年
度
、
村
内
で
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
遠
山
か

の
ゑ
さ
ん　
岡
庭
ヱ
イ
さ
ん　
上
原

ヒ
サ
エ
さ
ん　
井
原
晴
子
さ
ん　
園

原
秋
子
さ
ん
の
５
名
と
な
り
ま
す
。

　
内
閣
総
理
大
臣
・
長
野
県
知
事
よ

り
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ

る
方
は
、
47
名
。
１
０
０
歳
以
上
の

方
が
17
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
対

象
者
の
方
に
は
阿
智
村
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
村

で
は
88
歳
以
上
の
方
に
阿
智
村
の
事

業
所
で
お
使
い
い
た
だ
け
る
商
品
券

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
有
効
期
限
は
令

和
５
年
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
ぜ
ひ
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
楽
し
い
毎

日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
10
月
１
日
付

阿
智
村
人
事
異
動

（　
）
内
は
旧
任
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1台約 58万円、8台で462万円をかけて導入した電子黒板。
授業中の使い勝手がよく児童にも好評です。ＩＣＴ教育専
門主事が各校を巡回して先生方の授業を支援しています。

教育委員会の窓教育委員会の窓

阿智中学校の防草シート敷設第三小学校 2 階会議室の改修第二小学校プールの改修

阿智中学校社会体育館の駐車場舗装

清内路小学校の駐車場舗装

　文部科学省による「ＧＩＧＡスクール構想」の
推進に沿って、阿智村教育委員会では令和２・３
年度事業で学校内の高速ネットワークの整備、児
童・生徒一人一台のタブレット整備等を行い、Ｉ
ＣＴ教育の充実を積極的に図ってまいりました。
　本年度は５小学校に８台の電子黒板を整備しま
した。これにより先生と児童が電子黒板の前でソ
フトを操作したり、電子黒板のホワイトボード機
能を用いて書き込みをしたり記録をしたりして学
習に役立たせることが可能になりました。黒板と
チョークを用いた学習形態が大きく転換されてき
ました。

阿智中学校・清内路小学校各駐車場の舗装、第二小プールの改修、等を施工

村内小学校に電子黒板８台を導入

　今年度上半期の主な事業として、阿智第一小学校・阿智中学
校の防草シート敷設、阿智第二小学校のプール・空調設備改修、
阿智第三小学校の会議室・遊具改修、清内路小学校のプール床・
職員玄関・遊具の改修及び駐車場舗装、阿智中学校社会体育館
の駐車場舗装、智里東公民館の２階会議室空調設備設置、伍和
保育園の遊具・給食設備の設置、智里東保育園のプールサイド
改修、浪合保育園のフェンス設置、清内路保育園の空調設備の
設置等、数多くの工事を施工しました。中学校社会体育館の駐
車場舗装では約 33 台の駐車が可能となり、利便性が大きく向上
しました。今後は、智里東保育園未満児棟の増築工事（約 3400
万円）を中心に、阿智第一小学校社会体育館入口の改修、中央
公民館高架水槽の改修等を施工してまいります。
　また現在、伍和公民館建設準備委員会を立ち上げ、地元の皆
さんの声を受けながら検討を始めております。
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７月６日　阿智第一小学校室内レク ７月14 日　阿智第三小学校　ボール運動

9 月14 日　つぼみ教室（1 歳）　シャボン玉遊び 9 月 21日　さくらんぼ教室（2 歳）　星のペンダント探し

　開始から2 年目を迎えた放課後子供教室では、小学校の放課後の時間を利用し、学校区ごと企画した様々な
遊びや体験活動を行っています。
　6 月には第二小学校で、7 月に入って第一小学校、第三小学校でボール運動や鬼遊び（ゲーム）、室内レクなど
を実施しました。また、第一小学校 52 名、第二小学校 39 名、第三小学校 37 名と多くの児童が参加し、講師
とスタッフは延べ 35 名の方に協力していただきました。
　全学年いっしょに活動するため、高学年の児童は低学年に対して
はボールを投げる速度を加減するなど、自然と低学年も遊びやすい
環境づくりができてきます。
　放課後の安全安心な居場所づくり、また子供同士の関わりの中で
多くを学び成長できるよう、今後も学校や保護者、地域と連携して
取り組んでまいります。

　子育て支援室では、子育て中の親子の交流や体験を目的として、こども広場や乳幼児学級、体験講座を開催
しています。
　９月は秋の野外行事として、つぼみ教室（1 歳児）は 8 組の親子が治部坂高原の自然の中でシャボン玉遊びを
楽しみました。さくらんぼ教室（2 歳児）は 6 組の親子が銀河もみじキャンプ場において、通年合宿センターの
皆さんが作ってくれた星のペンダント探しをして楽しみました。
　今後も季節に応じた楽しい企画を予定していますので、こども広場や各教室に積極的に参加してください。

　　　　　　　2 年目に入った放課後子供教室の充実

子育て中の親子を支える「こども広場」の開催

遊び スポーツ 体験学習



16広報あち　令和４年 10月号

阿智村の自慢阿智村の自慢 村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。
村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。

うんどう会ごっこ　楽しんでます！

あふち保育園

みんなでダンス、たのしいな♪

智里西保育園

僕たち私たちの作ったおみこしだ！
わっしょい！わっしょい！

伍和保育園

治部坂高原に行ってきました！

浪合保育園

海うんどうかいがんばったよ！
くじら王様からピカピカメダルをもらったよ !

智里東保育園

楽しかった運動会！
せいないじレンジャーとメダルが輝いています！

清内路保育園

～保育園～
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阿智村の自慢阿智村の自慢 阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。
阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。

　9 月17 日「みんな全力！楽しい運動会」をスローガン
に掲げ「運動会」が開催されました。今年はお家の方
全員に見守っていただく中、児童は全力で取り組み、た
くさんの笑顔が生まれました。          （阿智第二小学校）

　雨の予報を子どもたちの躍動が吹き飛ばした運動会。
走った、転んだ、泣いた、投げた、踊った、励ました、
… 子ども達の「真剣」な姿は、青い空と万国旗に、
よく似合う。　　　　　　　　　　　  （清内路小学校）

　９月２６日に、４・５・６年がみどりの少年団の『森林
学習』として、学有林の間伐体験をしました。木が倒れ
る瞬間は、子どもたちから「うわぁっ！」という驚きの声
があがりました。　　　　　　　　　　　（浪合小学校）

　運動会を前に、体育センターの蓑輪良江先生に教わ
りながら、身体表現力を高めるための学習を行いました。
　全身を思いっきり使って躍動する子どもたち。笑顔が
あふれる２時間となりました。　　　 （阿智第一小学校）

　第三小の宝物「ニジマス学習」。全校での水揚げの後、
３～6年生は、ニジマスをさばきました。保護者の皆さん
のご協力でニジマスを塩焼きにしました。低学年がそれら
の様子を観察していました。伝統は次の年に引き継がれ
ていきます。 　　　　　　　　　　  （阿智第三小学校）

　本年度の文化祭『若駒祭』が『挑戦～さらに進化した
自分へ～』をテーマに開催されました。思う存分はつら
つと躍動する生徒達の姿が随所に発揮される素晴らしい
文化祭となりました。　　　　　　　　　（阿智中学校）

～学校～
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　日頃より阿智高校へご理解、ご協力をいただき、感謝申し上げます。
　暑い季節が過ぎ去り、実りの秋となりましたが、阿智高生は熱い日々を送っています！

　７月８日（金）９日（土）に生徒会最大の行事・楝祭がありました。
　コロナの影響で２年ぶりとなる一般公開も、初めて保護者限定の招
待制として行い、活気溢れる２日間となりました。
　各クラブ・クラス・授業の展示や発表、地域政策コース福祉エリア
の手話パフォーマンス、有志のダンス発表や体育祭、e-sports 大会
や生徒会役員による獅子舞の演舞など、普段の学校生活とはまた違
う、生徒がいきいきと輝く姿がたくさん見られました。

　８月 30 日（火）に各学年ごと総合的な探究の学習がありました。１年
生は富士見台高原の散策、２年生は 12 月の修学旅行の事前学習として、
松代大本営を見学しました。歴史的な戦争史跡を見学することで、改めて
平和の尊さを実感する１日となりました。
　３年生は学校で下伊那地区の企業や講師の方との、就職や進学の面接
練習を実施しました。面接のマナーや基礎を学ぶ良い機会となりました。
　
　９月15 日（木）には３年生の就職激励会を行いました。校長、担任、
進路指導主任の先生方から就職試験へ向かう生徒へ熱いメッセージが送
られました。生徒たちからの良い報告を待ちたいと思います。

　神坂学習塾では、大学合格研究会を毎月開催しています。学年
を問わず、大学進学を目指している多くの生徒が参加しています。
７月１５日（金）に開催された研究会では、志望校調べを行いました。
授業や部活に忙しい高校生に将来のことをきちんと考え、明確に
する時間として、また受験勉強の良いスタートを切るための有意
義な時間となりました。

～第65回　楝祭～

～総合学習～

～神坂学習塾～

英会話教室開催！！
　11/4（金）より全５回で神坂学習塾の英会話教室が
始まります。
　詳細は阿智高校ホームページをご確認ください。
　地域の皆様のご参加、お待ちしております。
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教育委員の任命

Achi Photo report

／917

10／4
10／6

／921
つぼや
オープンセレモニー

阿智村教育長に
黒柳紀春氏を再任

小山実さん  障がい者文化
芸術祭で優秀賞を受賞

秋の交通安全運動
阿智村交通安全協会で人波作戦、街頭指導を実施

　秋の全国交通安全運動が 9 月 21日から 30 日まで
実施され、期間中、阿智村交通安全協会では、ショッ
ピングタウンピア前と浪合・清内路地区での人波作戦、
村内各地区の交差点等で街頭指導を実施しました。近
年は県内や飯田下伊那地域でも交通事故発生件数は減
少していますが、夕暮れが早くなる時期でもあり、子ど
もや高齢者等を事故から守るため、交通安全協会では
引き続き啓発活動を行っていきます。

　９月１７日、全村博物館構想の拠点施設「つぼや」の
オープニングセレモニーが開催されました。「つぼや」
は駒場上町にあり、週４日間（金・土・日・月曜日）開
館します。入館無料で、建物や庭、展示などを自由に
見学できます。地元の人も観光客も気軽に立ち寄れる
施設で、各種イベントも随時開催予定です。

　阿智村教育長に黒柳紀春氏が再任　(3 期目 )　され
ました。過去 6 年間、特別支援教育や教科学習支援
員など各種村費支援員を全小中学校に配置して学校支
援に努め、ICT 教育や外国語教育、あちっ子プラザ開
所による子育て支援の推進を図りました。

　小山実さんが第 25 回長野県障がい者文化芸術祭の
絵画部門で、優秀賞である長野県社会福祉協議会長賞
を受賞しました。小山さんの作品は、県内各地を回る
優秀作品展で展示される他、今後 web 展示会でも見
ることができます。ぜひご覧ください。

　教育委員の原彰彦さんと熊谷均さ
んが、9 月 30 日で任期満了となり、9
月定例議会において熊谷均さん ( 智
里 ) が再任され、新たに塚田宏子さん
( 駒場 ) が教育委員に任命されました。 塚田宏子さん熊谷　均さん
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「美しく輝く未来へ」 第35回

値上げ厳しい

−	すべて、森にある。	− 阿智村長　熊　谷　秀　樹

　今月号の表紙に登場した、森林セラピーロードいわなの森の紅葉の写真を見て、阿智村のどこ
にこんな景色があるんだろうと感じた方もいたと思います。この秋から西部３村（阿智・平谷・
根羽）では、「南信州フォレストパーク」として、地域を発信する活動を始めます。言わずと知れ
たこの西部地区は、森があり、山があり、川があり、星や、花、魚、野菜など自然の恵みがいっ
ぱい。住んでいる私達には気が付かない都会の方には魅力がいっぱ
いです。森から恩恵を頂く私達は地域を発展させるために様々な手
をうっていますが、考えてみれば多くの事が実は森に関連する事柄
なのかもしれません。命は森にあります。そんな中、11月3日10
時から平谷村役場で、３村長との懇談と、この地域を発信するため
のＳＮＳ講座を行います。特に若者の皆さん、是非ご参加を！


